
安全運転のための
ドライビングシミュレーターの活用

安全運転のための
ドライビングシミュレーターの活用

― 医療と交通教育の視点から
―

主催：
帝京平成大学
健康メディカル学部 作業療法学科

ドライビングシミュレーター
導入紹介シンポジウム

ドライビングシミュレータ体験会第1部 第2部

公開講座

ドライビングシミュレーター導入紹介シンポジウム・体験会

会場：帝京平成大学 池袋キャンパス MiNoRiセントラル 412教室

日時：2026年11⽉7⽇（⼟）第1部13:00−14:30 第2部14:30−15:30

対象：
豊島区民および近隣地域の住民、
学園祭来場者、学生、教職員、
医療専⾨職など

＜講演＞

講演1　医療分野
　  「運転再開支援とリハビリテーション」（予定）
講師：大場 秀樹氏
　  東京都リハビリテーション病院

講演2　交通教育分野 
　  「交通安全教育とドライビングシミュレーターの役割」
講師：森 早穂氏
　  （株）コヤマドライビングスクール
　  ジョイフル教習∕スマイル教習担当

＜パネルディスカッション＞

「ドライビングシミュレーターは交通安全にどのように役立つか」

パネリスト 
大場 秀樹氏（作業療法⼠）
森 早穂氏（自動⾞教習所職員）
根本 悟子（作業療法学科教員）

＜体験会概要＞

体験内容：
来場者が実際にドライビングシミュレーターを体験し、
安全運転や危険予測について学ぶ。

体験内容例：危険場⾯体験、夜間運転体験、注意分配課題体験

対象：大学祭来場者（⼀般参加可）

運営：作業療法学科教員・作業療法学科学⽣スタッフ

※体験はお一人１０分程度になります。
※ご希望者多数の際は抽選となる場合がございます。

池袋キャンパス学園祭（梟祭）と同日開催


